
社会を明るくする運動 

 

 
 

 

             

 

 

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ 

 

       

 

 

 

 

  

                                          

〔主唱〕 〔主催〕枚方・交野地区“社会を明るくする運動”実施委員会  〔作文コンテストの担当〕 

    法務省  （委員長）交野市長 山本 景 （副委員長）枚方市長 伏見 隆   枚方・交野地区保護司会 

 

応  募 規 定   （法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会の応募規定に基づきます） 

【テーマ】“社会を明るくする運動”の趣旨を踏まえ、家庭生活や学校生活の中で体験したことを基に、犯罪・非行 

のない地域社会づくりや、犯罪・非行をした人の立ち直りについて考えたことなどを題材とします。 

【文字数】 ４００字詰め原稿用紙３～５枚程度（用紙はA４両面印刷でお願いします） 

【提出先】 ① 学校から枚方・交野地区保護司会へ提出していただきます。 

② 枚方市社会福祉協議会生活支援課や交野市福祉総務課へ直接提出していただいてもかまいません。  

【締切日】 ① 学校に提出する場合は、各学校の提出締切日を守ってください。 

② 枚方市社会福祉協議会生活支援課や交野市福祉総務課へ直接提出する場合は、９月１日（月）です。  

【その他】 ① 応募作品は、他の作文コンテスト等に応募されていない自作のものに限ります。 

          ② 応募作品の著作権は、主催者に帰属するものとします。応募作品は原則として返却しません。 

③ 枚方・交野地区保護司会担当者が審査基準に基づき審査し、受賞作品を決定します。 

       ④ 応募者全員に記念品、受賞者には賞状と図書カードなどの記念品を贈呈します。 

          ⑤ 受賞者には、校長先生に同席して頂き、各学校でミニ表彰式を実施します。 

⑥ 優秀賞で大阪府推進委員会に推薦される作品は、誤字・脱字等を修正して頂く場合があります。  

⑦ 受賞作品は報道機関、インターネット、作品集、枚方・交野地区保護司会の広報誌「みのり」やＷｅｂ 

サイト等に、氏名、学校名、学年、作品名や内容を掲載する場合があります。あらかじめ保護者の承諾 

を得た上で応募をしてください。 

たくさんのご応募を 
お待ちしています。 

 



枚方市・交野市の小学生と中学生の皆さんへ   

 

 

法務省が全国で推進している “社会を明るくする運動”は、私たちの社会から犯罪や非行をなくすとともに、罪を犯

した人たちが同じ過ちを二度と繰り返すことのないよう、立ち直りの支援をし、みんなで力を合わせて、安全で安心な明

るい地域社会を築くための活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

参考資料 受賞作品の題材例（第 74 回“社会を明るくする運動”作文コンテストの入賞作品から題名を抜粋） 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

“社会を明るくする運動”って、 

どんな運動なの？ 

世の中から犯罪や非行をなくし、 

みんなが安心して暮らせる明るい地域社

会をつくる運動だよ。下の法務省Web
ウ ェ ブ

サ

イトにくわしく書かれているよ。 

社会を明るくするために私たちができ

る事を、みんなも一緒に考えてね。 

 

【お問い合わせ先】    

枚方・交野地区保護司会事務局 

・枚方市社会福祉協議会 生活支援課  

TEL ０７２―８０７―３０１７  

・交野市役所 福祉部 福祉総務課   

TEL ０７２―８９３―６４００ 
（QRコードをタップすれば、それぞれのページが開きます） 

 

 “社会を明るくする運動” 

 法務省 Web サイト 

犯罪や非行のない明るい社会を目指して  

ショートムービー（ユーチューブ） 

“社会を明るくする運動”  

＊過去の受賞作品は、上記の作文コンテストWeb サイトに掲載されています。 

 

kakusaku 

〔小学生の部〕 

笑顔あふれる社会のために  あなたのすてき 

祭りで気付いた人のあたたかさ  明るい社会の一員になれるように 

人を受け入れる社会へ      私と家族 

声をかける勇気        心ってどこにある？ 伝える大切さ 

明るい社会へ             みんなに安心できて温かい居場所を 

マンダラートとドーナツ       明るい社会はだれもがたから物 

明るい社会はふわふわ言葉から    声をかけてみよう 

裁判を見て考えたこと        だれかのためにできることを 

 

〔中学生の部〕 

明るい光、社会の中で   「違い」をプラスに 

言葉の裏側            「特別」ではない 

傍聴から考えた出所者の更生について  小さな声かけ、大きなつながり 

誰もが自分らしく           繋がり、理解し、支え合う 

みんなで保護司！      誰かのために変われたなら 

犯罪をなくすために私にできること  先入観を取り除いて 

じいちゃんの黄色の羽根      社会を平等に 

身近な人に声をかけること      

 

 

サラちゃん 

 

 “社会を明るくする運動” 

 作文コンテスト Web サイト 

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん 

  

https://youtu.be/sIEggA9c8fM?si=Fp8M3ELuyZq5RB-L
https://youtu.be/sIEggA9c8fM?si=Fp8M3ELuyZq5RB-L
https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/hogo_hogo06.html
https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/hogo_hogo06.html
https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/syamei/activity/essay/index.html
https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/syamei/activity/essay/index.html
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